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研究成果の概要（和文）：  

 

『イーリアス』第 18 歌でアキレスの盾を描写したホメロス以来、芸術作品、特に絵画をめ
ぐる文章を著してきた文学者は枚挙にいとまがない。西欧文学では、絵画の描写はひとつ
の伝統として捉えられてきた。フランスにおいて文学者の絵画に対する関心がとりわけ顕
著になるのは 19 世紀であり、絵画をめぐるテクストの質も多様化するが、本研究は、19－
20 世紀のさまざまジャンルのテクストを選択し、絵の様相と意味とを多元的に考察しながら、
これまであまり研究の対象になっていなかった作品について検討し、文学と絵画の関係という
分野において新しい成果を出した。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

Since the description of Achilles’shield by Homer in the 18
th

 book of the Iliad, works of art and more 

especially paintings have become a frequent subject in literature. In the West, the description of 

paintings has become a traditional literary motif. In France, the interest of writers for painting has 

become prominent during the 19
th 

century, and led to the production of more diversified texts. This 

research is based on texts of the 19
th

 and 20
th

 centuries belonging to various genres, and concentrates on 

works that have rarely been discussed. It studies the forms and meanings of the images in literary texts 

of the period from different points of view, and was able to bring out new results concerning the 

relationship between literature and painting at large.  
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は 20 世紀の詩人ジャン・タルデ

ューの作品にはじまり、文学、絵画にこだわ

らずに、広告、落書きまでも対象とするテキ

クトとイメージの関係、さらには 1999 年に

提出した博士論文における日本の視覚詩へ

と、研究を展開させてきた。2000 年から 2002

年にかけては、日本の研究者と共に日仏会館

で「テクストとイメージ・セミナー」を開き、

絵画についてのテクスト、絵解き、挿絵など

のテーマで共同研究の場を作ってきた。そこ

で、自分の研究の出発点となったテーマへと

立ち返りつつ、これまでの研究の成果を十全

に活用するとともに、分担者、連携研究者の

協力を得ながら、新たな視点から考察を深

化・発展させていこうと考えた。特に、これ

まで研究の対象にあまり及ばなかった作品

を中心に検討することとした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、様々なジャンルのテクスト

をコーパスとしながら、19、20 世紀のフラン

ス文学における広義の絵画（版画、デッサン

なども含まれる）の描写の様相と意味とを多

元的に考察することである。表象の定義、解

釈の可能性、文学と現実の関係や、文学と芸

術の関係といった、文学と絵画の関係につい

ての根本的な問題と密接に結びついた本研

究は、文学研究のみならず表象芸術研究にお

いても、新しい視座を得られると考えた。 

具体的に焦点を当てたのは以下の点である。 

１．テクストに描かれた画家、作品自体は実

際に存在するのか、空想の作り物なのか。そ

の場合、そのモデルとなった画家、作品は確

認できるのか。どのような形で、そしてなぜ

この画家、作品が選ばれたのか。 

２．テクスト中で絵画が描写される場所とそ

の特徴 

絵の描写はテクストの一つの箇所に集中

しているのか、それとも幾つかの箇所に

分散しているのか。どこから始まり、ど

こまで続くのか。絵の中のモチーフはす

べてテクストの中にも確認できるのか。

忘れられたものがあるのか。変更された

ものがあるのか。テクストの中でそのモ

チーフはいかなる順序で置かれているの

か。テクストの中でどの時制が使われる

のか（過去、未来は作者の視点をあらわ

しているなど）。 

３．描写の役割 

絵の描写はどのような役割を果たしてい

るのか。物語の流れとは無関係なのか。

それとも読者に物語の流れについての

様々なヒントを与えるものなのか。そう

であればどのようなヒントなのか。 

４．文学者と画家の関係 

絵画に興味を示す多くの文学者は画家に

対する強い競争心を持っているのではな

いか。絵を語ることは、色彩の代わりに

言葉を用いて絵を描くことに他ならず、

その根底には画家を追い越そうとする文

学者の野心を認めることができる。絵を

描写しないテクストの中でも、―croquis‖

（下絵）、又は―dessin‖（デッサン）など

の絵画から借用したタイトルの作品が存

在する。作者が絵画芸術から借用する技

法、その用法と意味についても考察する

必要があると考えた。 

 

３．研究の方法 

以下の方法で、研究のテーマを扱う。 

(1) まず、基礎作業として、文学と絵画の関

係をめぐる基本的な資料体をリストアッ

プした。その中に欠けている文献があれ

ば、フランス及び欧米で刊行されたモノ

グラフィーや論文集を購入し、古い文献

の場合はリプリント版、マイクロフィル

ム版を含め補充するとともに、19 世紀、

20世紀絵画に関する美術書も可能な限り

幅広く入手した。 

(2) 基礎資料の収集と平行して、文学と絵画

の関係という視点からあまり研究されて

こなかった作品、いまだ研究の対象とは

なっていない作品を確定したうえで、研

究代表者、研究分担者、連携研究者の専

門に応じて、それぞれの作品を分析した。

特に、次の点について議論を交わした。

１．テクストに描かれた画家、作家の同

定、２．テクスト中で絵画が描写される

場所とその特徴、３．描写の役割、４．

文学者と画家の関係（「研究の目的」に述

べたガイドライン参照）。 

(3) 講演会やシンポジウムを主催し、研究分

野の壁を越えた交流を活発に行なった。

特に、フランス側は、パリ第 7 大学の

Centre d’étude de l’écriture et de l’image（文

字とイメージの研究センター）の研究者、

国内では東京大学、早稲田大学の研究者



 

 

の協力を得、韓国の中央大学との学問交

流を始めた。 

 
４．研究成果 

大別して次の三点に要約される。 

(1) まず、絵画を語るテクストの分析に関
しては、テクスト中の絵の描写を考察
する時には、その内容を考えるだけで
なく、その描写が与えられた場所や範
囲に深い意味が含まれていることが明
らかになった。つまり、文脈や文章の
中に占める位置を考える必要があると
いうことが明確に分かった。 

(2) 絵の描写は、作家の全体の活動の中で
も考えるべきであることが明らかにな
った。実際に絵を画くことを経験した
作者とそうでない作者は、異なる視点
を持ち、絵画の見方に大きく関係して
いる。この意味で、画家でもあり作家
でもある作者の立場は大変興味深いで
ある。 

(3) 散文だけでなく、詩の中でも絵画を課
題にする作品は多く、絵について語る
ことから文字自体が持つ独特な視覚性
を生かし、視覚詩につながる作品が少
なくない。これらの作品群はこれから
の研究に欠かせない分野である。 

以上の成果の一部は本研究の題目と同タ
イトルの冊子としてまとめられ、主要大学の
図書館に配布された。また、本研究に参加し
た研究者の他に数名の協力を得、2011 年の秋
に水声社から『絵を書く』（仮題）という題
の論文集として単行本の形で出版する予定
である。 
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